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ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発

す
る
実
態
経
済
の
悪
化
は
、収
入
の
低
下
や
貯
蓄
の
目

減
り
な
ど
、家
計
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

好
環
境
下
に
あ
っ
て
は
、プ
ラ
ン
よ
り
実
行
が
優
先
し

が
ち
で
す
が
、現
在
の
よ
う
に
経
済
の
先
行
き
が
不
透

明
に
な
っ
て
い
く
と
、綿
密
な
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
プ
ラ

ン
の
見
直
し
を
希
望
す
る
動
き
が
強
ま
っ
て
き
ま
す
。

「
い
く
ら
く
ら
い
の
住
宅
な
ら
購
入
可
能
か
？
」「
生
命

保
険
は
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？
」「
退
職
金
の

受
け
取
り
方
は
？
」「
一
時
金
の
運
用
方
法
は
？
」等
々
、

悩
み
や
疑
問
は
尽
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、学
校
教
育
で
も

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
重
要
視
さ
れ
な
い
時

代
が
長
か
っ
た
だ
け
に
、プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ニ
ー
ズ
は
あ

る
も
の
の
、実
行
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の

が
現
実
の
よ
う
で
す
。 

　
こ
こ
で
は
、先
行
き
不
透
明
な
経
済
環
境
下
に
お
い

て
、ど
の
よ
う
に
生
活
設
計
を
組
み
立
て
て
い
け
ば
よ

い
の
か
、家
計
に
お
け
る
長
期
的
な
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
を

ど
う
構
築
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
、そ
の
方
法
論
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、中
長
期
的
視
点
か
ら
捉
え
た
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

     

　「
知
っ
て
い
る
と
得
」か
ら「
知
ら
な
い
と
損
を
す
る
」

時
代
へ
の
変
化
は
、否
応
無
く
私
た
ち
に
情
報
の
重
要

性
と
事
前
検
討
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。で
は
、ど

の
よ
う
に
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
立

て
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
は
、「
家
族
が
希
望

す
る
人
生
を
お
く
る
た
め
の
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
」と
考
え

る
と
よ
い
の
で
す
が
、フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
基
本
は「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」で
す
。人
に
は
多
か

れ
少
な
か
れ「
将
来
は
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
い
」と
か「
こ

ん
な
も
の
が
欲
し
い
」と
い
っ
た
夢
や
希
望
が
あ
る
は

ず
で
す
。し
か
し
、日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
考
え
る
時
間

が
無
い
か
、あ
る
い
は
、ま
だ
先
の
話
だ
か
ら
と
考
え
な

い
こ
と
も
多
い
の
が
実
態
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
夢
や
希
望
を
実
行
す
る
時
が
き
た
と
し
ま
し
ょ
う
。例

え
ば
、「
マ
イ
ホ
ー
ム
を
買
う
」と
い
う
夢
を
実
現
さ
せ
る

こ
と
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。こ
の
夢
の
実
現
の
た
め

に
は
、経
済
的
な
準
備
が
不
可
欠
で
す
。「
そ
の
時
に
な
っ

た
ら
考
え
よ
う
」と
思
っ
て
い
た
人
は
、多
く
の
場
合
、こ

の
時
に
な
っ
て
初
め
て「
欲
し
い
家
を
買
え
る
だ
け
の
お

金
が
無
い
」と
い
う
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
も
、ま
ず「
将
来
の
夢
や
希
望
」を
明
確
に
す

る
と
同
時
に
、夢
を
か
な
え
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
地
点

で
あ
る
„
現
状
“
の
確
認
を
詳
細
に
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
す
。旅
行
や
住
宅
の
購
入
と
い
っ
た「
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
」（
図
１
）に
思
い
を
馳
せ
、そ
れ
を
現
在
と
将
来
の
経

済
的
な
側
面
か
ら
か
な
え
る
た
め
に
は
ど
う
す
る
べ
き
な

の
か
、を
考
え
る
た
め
に
作
成
す
る
の
が「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
表
」な
の
で
す
。金
融
資
産
の
運
用
や
保
険
の
合
理

的
な
加
入
ま
た
は
見
直
し
、社
会
保
障
制
度
や
税
制
を
知

る
、な
ど
と
い
っ
た
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
内
容
の
す
べ
て
が
、こ
の「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
実
現
」の

た
め
に
必
要
な
知
識
で
あ
り
情
報
な
の
で
す
。 
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ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
作
成
手
順
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明

し
ま
し
ょ
う
。ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
で
す
か
ら
、こ
れ
か
ら
の

人
生
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
の
で
す
が
、

現
在
は
過
去
の
人
生
の
積
み
重
ね
の
結
果

で
す
。過
去
を
振
り
返
り
、そ
の
蓄
積
と
し

て
の
ス
キ
ル
や
資
産
、仕
事
や
人
脈
・
債
務
・

家
族
関
係
と
い
っ
た
個
人
の
経
験
や
人
生

観
・
価
値
観
に
基
づ
く
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト（
結
婚
、住
宅
、教
育
、老
後

…
）や
ビ
ジ
ネ
ス（
キ
ャ
リ
ア
、転
職
、独
立

な
ど
）を
含
め
ど
う
考
え
て
生
き
て
い
く

の
か
、と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。さ
ら
に
は
、

現
在
の
資
産
・
負
債
、収
入
・
支
出
な
ど
の

経
済
状
況
も
明
確
に
数
字
で
把
握
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。 

　
具
体
的
に
は
、▽
結
婚
の
予
定
は
？ 

共

働
き
か
否
か
、▽
仕
事
内
容
と
今
後
の
キ

ャ
リ
ア
、▽
子
ど
も
の
計
画
、教
育
、▽
持

ち
家
か
賃
貸
か
、▽
親
の
老
後
、▽
退
職
後

の
生
活
の
希
望
…
等
々
、こ
れ
ら
の
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
方
針
に
基
づ
い
て
キ
ャ
ッ
シ

ュ
・
フ
ロ
ー
表
を
作
成
し
て
い
く
の
で
す
。

漠
然
と
し
て
い
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
時
間

の
流
れ
に
沿
っ
て
確
認
す
る
こ
と
で
、準

備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
金
額
が
把
握
で

き
、予
定
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
が
わ
か

り
ま
す
。同
時
期
に
重
な
る
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、「
家
族
旅
行
」や「
車
の
買
い
替

え
」の
よ
う
に
優
先
順
位
を
つ
け
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
、

教
育
費
で
長
女
の
大
学
入
学
と
長
男
の
高
校
入
学
が
重

な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
の
優
先
順
位
を
つ
け
る
こ
と
が

難
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
か
ら
支
出

と
収
入
の
予
測
を
立
て
、そ
の
予
測
に
基
づ
い
て
キ
ャ

ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
表
を
作
成
し
ま
す
。収
入
と
し
て
キ
ャ

ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
表
に
計
上
す
る
数
字
は
、税
金
や
社
会

保
険
料
を
差
し
引
い
た
手
取
り
で
あ
る「
可
処
分
所
得
」

を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す（
図
２
）。 

　
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、「
い
つ
」「
い
く
ら
」の
資
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※食事代や差額ベッド代等を含む。高額医療費制度による払い戻し前の平均
※集計ベース：過去5年間に入院し、自己負担を支払った人
出所：生命保険文化センター「平成19年度生活保障に関する調査」

7.5%
7.3%

10.8%

28.0%14.3%
8.8%

23.2%

5,000円未満

5,000～
7,000円未満

7,000～
10,000円未満

10,000～
15,000円未満

15,000～
20,000円未満

20,000～
25,000円未満

25,000円以上

平均
20,100円

出所：住宅金融支援機構「平成18年度フラット35利用者調査」

住宅購入価格 （単位:万円）

首都圏

土地付注文住宅

建売住宅

新築マンション

中古戸建

中古マンション

東海圏 近畿圏

4,493.6 4,127.7 4,147.7 3,849.8

4,095.5 3,613.3 3,758.4 3,820.2

3,865.3 3,059.4 3,247.7 3,541.5

3,215.2 2,766.6 2,763.7 2,451.1

3,076.2 1,909.6 2,304.9 2,592.1

全国

リフォーム費用 （単位:万円）

工事内容

内装の模様替え工事

台所等給排水設備の改善工事

浴室の設備改善工事

屋根のふき替え工事

屋根・外壁等の塗り替え工事

金額

187.25

263.03

140.21

155.23

163.38

出所：国土交通省「平成17年度改築・改装等
　　　　　　　　調査結果記者発表資料」

年金の目安 生活費

出所：厚生労働省

（単位:万円）

夫のみ就労世帯

共働き世帯

男女の単身世帯

女性の単身世帯

月額23.3

月額29.6

月額16.7

月額12.9

夫婦二人の場合夫婦二人の場合夫婦二人の場合

出所：生命保険文化センター
「平成19年度生活保障に関する調査」

（単位:万円）

老後のゆとり
ある生活費

老後の最低日常
生活費

38.3

23.2

進学コース別教育費の例 （単位:万円）

50 107

公立

幼稚園

公立

私立

公立

私立

私立

私立

200 824

公立

小学校

公立

公立

公立

公立

公立

私立

142 381

公立

中学校

公立

公立

公立

公立

私立

私立

156 314

公立

高校

公立

公立

私立

私立

私立

私立

256 380

国公立

大学

合計

国公立

私立文系

私立文系

私立理系

私立理系

私文系

516

804

985

1,086

1,279

1,518

私理系

出所：文部科学省 「平成18年度子どもの学習費調査」
 「私立大学等の平成18年度入学者に係る学生納付金等調査」
 「公立大学 平成19年度学生納付金調査」

結納結納・・婚約～新婚旅行までにかかった費用婚約～新婚旅行までにかかった費用（単位（単位::万円）万円）結納・婚約～新婚旅行までにかかった費用（単位:万円）

首都圏

仲人へのお礼 6.8 11.5 12.9

436.3 418.3 397.3

13.0 9.9 13.2

6.5 4.9 5.7

37.3 37.1 38.9

19.2 18.1 18.5

337.9 309.8 289.3

55.6 59.2 55.2

12.3 16.3 15.1

総額

結納・会場費

両家の顔合わせ・会場費

婚約指輪

結婚指輪（2人分）

挙式、披露宴、披露パーティ総額

新婚旅行

新婚旅行土産

東海 関西

項
目
別
平
均
額

出所：リクルート「結婚情報誌ゼクシィ〈結婚トレンド調査2007〉」

結  婚

入  社

ルーキー

住宅購入

リフォーム

入  院
ベテラン

独  身
シニア

子
育
て

図1 ライフイベントはひとつじゃない

図2 キャッシュ・フロー表の例

現在 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年

34才 35才 36才 37才 38才 39才 40才 41才 42才 43才 44才 45才 46才 47才 48才 49才 50才 51才 52才 53才 54才
34才 35才 36才 37才 38才 39才 40才 41才 42才 43才 44才 45才 46才 47才 48才 49才 50才 51才 52才 53才 54才
5才 6才 7才 8才 9才 10才 11才 12才 13才 14才 15才 16才 17才 18才 19才 20才 21才 22才 23才 24才 25才
2才

経過年数
西暦
世帯主
配偶者
お子様1
お子様2 3才 4才 5才 6才 7才 8才 9才 10才 11才 12才 13才 14才 15才 16才 17才 18才 19才 20才 21才 22才

500 503 505 508 510 513 515 518 520 523 526 528 531 533 536 539 542 544 547 550 552

500 503 505 508 510 513 515 518 520 523 526 528 531 533 636 539 542 644 547 550 552
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100 0 0 0

100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 800 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 150 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150 0 0 0 0 0 0 0

220 221 222 223 224 226 227 228 229 230 231 232 234 235 236 237 238 239 241 242 243

51 58 87 78 87 67 63 70 80 76 94 175 131 147 257 195 198 234 104 104 104
24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

0 132 132 132 132 132 132 132 132 132 132 132 132 132 132 132 132 132 132 132 132
20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20

415 1,255 486 627 488 469 466 474 485 482 501 583 541 708 669 608 613 649 521 522 523
780
85 -753 19 -119 23 44 50 44 35 41 24 -56 -10 -175 -33 -70 -71 -5 56 28 29
0 26 4 5 1 2 4 5 7 8 9 10 9 9 4 3 1 0 0 0 0

865

0.5%
－

－

－

－

0.5%

－
－

－
－

－
－
3.0％

給与収入

収入合計
保険満期金

家賃

住宅購入費

車購入

生活費

教育費
保険料

ローン返済
帰省

支出合計
当初金融資産
年間収支
運用益
金融資産残高 139 162 48 72 118 171 220 262 311 344 299 298 132 103 37 -33 -38 -12 16 46

2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年

収入

ライフイベント

1子
幼稚園
（私立）

2子
幼稚園
（私立）

車購入

1子
小学校
（公立）

1子
中学校
（公立）

1子
高校
（私立）
2子
中学校
（公立）

車購入

2子
小学校
（公立）住宅

購入

支出

その他支出に予定を記入 早めの対策を考えましょう
物件価格を下げる? 働き手を増やす?

希望する利回りを
何パターンか比較してみましょう

年間収支の赤字が続く

50才で金融資産がマイナスに
このままいったら新たな借入が発生！

教育費の
重複が負担に

2子
大学
（私立）
満期
保険金

手取りで記入

物価上昇も
予測しましょう

　　 
　　

 

　

直近の入院時の自己負担費用
「1日あたりの自己負担費用」

1子大学
（私立）

2子高校
（私立）

保険の満期金など臨時の
収入も記入しましょう

満期
保険金
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金
が
必
要
な
の
か
を
検
討
し
、家
計
管
理
を
行
っ
て
い

く
わ
け
で
す
。 

    

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
表
で
中
長
期
の
収
支
予
測
が
確

認
で
き
れ
ば
、次
に
具
体
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
た
マ
ネ

ー
プ
ラ
ン
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。こ
こ
で
は
、マ
ネ
ー
プ

ラ
ン
を「
保
障
」「
調
達
」「
運
用
」の
３
つ
の
側
面
か
ら
考
察

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

                   

■
保
障 

　
も
と
も
と
日
本
人
は「
備
え
」に
対
し
て
は
前
向
き
で
、１

０
０
世
帯
あ
れ
ば
80
世
帯
以
上
の
家
庭
が
何
ら
か
の
生
命

保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。２
０
０
６
年
時
点
で
の
生
命
保

険
の
年
間
売
上
総
額
は
42
兆
円
と
、日
本
の
税
収
に
匹
敵
す

る
程
の
保
険
大
国
ぶ
り
が
う
か
が
え
ま
す
。た
だ
残
念
な
こ

と
に
、Ｆ
Ｐ（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）相
談

に
来
社
さ
れ
る
方
々
の
大
半
は
、自
身
が
加
入
す
る
保
険
の

内
容
を
理
解
で
き
て
い
な
い
ば
か
り
か
、自
分
に
万
一
の
こ

と
が
起
き
た
場
合
の
公
的
な
保
障
制
度
な
ど
に
つ
い
て
も

把
握
し
な
い
ま
ま
加
入
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
が

現
実
で
す
。何
か
と
問
題
視
さ
れ
る
公
的
年
金
制
度
で
す
が
、

老
齢
年
金
の
受
給
だ
け
で
は
な
く
、被
保
険
者
が
扶
養
す
る

家
族
を
残
し
て
死
亡
し
た
場
合
に
は
、「
遺
族
年
金
」に
様
変

わ
り
し
て
支
給
さ
れ
る
な
ど
の
利
点
も
あ
り
ま
す（
図
３
）。

公
的
な
支
給
内
容
な
ど
も
踏
ま
え
た
上
で
必
要
保
障
額
を

算
出
し
、不
足
部
分
を
確
認
し
た
上
で
保
険
内
容
を
検
討
し

ま
し
ょ
う
。ま
た
、最
近
は
保
険
商
品
も
多
様
化
し
て
お
り
、

死
亡
保
険
も
非
喫
煙
だ
と
保
険
料
が
３
割
以
上
割
安
に
な

る
も
の
な
ど
が
登
場
し
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検

索
を
す
る
、Ｆ
Ｐ（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
）な

ど
の
専
門
家
に
相
談
す
る
な
ど
、商
品
知
識
を
身
に
つ
け
る

こ
と
も
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
に
は
重
要
な
の
で
す
。 

　
ま
た
、日
本
の
場
合「
死
亡
保
障
」が
重
点
に
な
り
が

ち
で
す
が
、病
気
や
怪
我
に
備
え
る
医
療
保
険
や
所
得

補
償
保
険
な
ど
、家
族
の
成
長
や
加
齢
に
応
じ
て
内
容

の
見
直
し
を
行
う
こ
と
も
必
要
で
す
。 

■
調
達

　
企
業
経
営
に
お
け
る
資
金
調
達
は
、使
途
に
よ
り「
短

期
」「
長
期
」に
使
い
分
け
ら
れ
ま
す
が
、個
人
で
は「
住

宅
ロ
ー
ン
」も「
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
」も
一
括
り
に
さ
れ
が
ち

な
点
は
否
め
ま
せ
ん
。「
出
来
る
だ
け
早
く
借
金
は
返
済

し
た
い
」と「
住
宅
ロ
ー
ン
」の
繰
り
上
げ
返
済
に
励
み
過

ぎ
た
が
た
め
に
、将
来
、子
ど
も
の
教
育
費
な
ど
が
重
複

す
る
時
期
に
は
金
融
資
産
が
枯
渇
し
、結
局
高
金
利
の
カ

ー
ド
ロ
ー
ン
を
再
利
用
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
散
見
さ

れ
る
の
も
実
態
で
す
。生
涯
賃
金
の
平
均
が
２
億
か
ら
２

億
５
千
万
円
と
い
わ
れ
る
中
で
、住
宅
購
入
、子
育
て
な

ど
、イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
は「
資
金
調
達
」が
一
時
期
必
要

に
な
る
場
面
も
あ
る
で
し
ょ
う
。も
ち
ろ
ん
、必
要
以
上

の
借
り
入
れ
は
論
外
で
す
が
、出
来
る
だ
け
早
期
か
ら
中

長
期
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
確
認
し
、上
手
な
資
金

調
達
法
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。公
的
な
教
育
ロ
ー
ン
や

財
形
か
ら
の
借
り
入
れ
、既
加
入
の
保
険
や
年
金
商
品
等

か
ら
も
借
り
入
れ
が
可
能
か
な
ど
、低
金
利
で
の
調
達
方

法
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。１
％
の
違
い

も
将
来
に
は
大
き
く
影
響
す
る
の
で
す
。 

　
ま
た
、昨
年
か
ら
の
金
利
引
き
下
げ
は
、各
金
融
機
関

の
住
宅
ロ
ー
ン
に
お
い
て
も
新
規
の
借
り
入
れ
の
み
な

ら
ず
、借
り
換
え
に
も
追
い
風
で
す
。例
え
ば
、旧
住
宅

金
融
公
庫
か
ら
10
年
前
に
借
り
入
れ
た
ロ
ー
ン
の
残
額

２
千
万
円
を
現
在
の
金
利
下
の
ロ
ー
ン
に
借
り
換
え
た

場
合
、総
返
済
額
に
４
０
０
万
円
以
上
減
額
効
果
が
で

る
の
で
す
。私
た
ち
Ｆ
Ｐ
が
定
期
的
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

と
面
談
の
機
会
を
持
つ
の
は
、プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
一
度

で
終
了
す
る
の
で
は
な
く
、時
代
に
応
じ
て
継
続
す
る

と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。身
の
回
り
で
思
い
当
た
る
と

こ
ろ
は
な
い
か
、ぜ
ひ
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

■
運
用

　
１
０
０
年
に
一
度
と
も
い
わ
れ
る
市
況
の
悪
化
に
伴
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図3 必要保障額を知る

●万一の保障はどのくらい必要なの

●会社員世帯の遺族年金

●会社員世帯の遺族年金の目安（年額）
　　 遺族年金は、残された家族と平均の給料加入期間で異なります。
　　（平均の月収は、現在の月収の6～7割で計算してみましょう）

残された家族に必要となるお金
生活費や教育費、住居費等

入ってくるお金・手持ちのお金
遺族年金等の公的年金、
会社からの死亡退職金等、手持ち金融資産

準備が
必要なお金

遺族基礎年金

平均月収 300,000 350,000 400,000 450,000

1,534,100 1,619,800 1,705,500 1,791,200

1,762,000 1,847,700 1,933,400 2,019,100

1,108,300 1,194,000 1,279,700 1,365,400

514,100 599,800 685,500 771,200 856,900

18歳の年度末までの子のいる妻
（妻がいない場合は子）に支給

※公的年金制度では、子どもを子と呼び、18歳の年度末までの子をいいます
※子がいる妻は、末子が18歳到達後の年度末を迎えたら子のない妻と同じ扱いとなります

中高齢寡婦加算
夫死亡時に、40歳以上65歳未満の子の
ない妻、または子がいても遺族年金を
失権したときに40歳以上である妻に支給

老齢基礎年金（老齢厚生年金）

経過的
寡婦加算

老齢年金を受けている妻（S31.4.1生まれ
以前の人）が自分の老齢基礎年金を受ける
ようになったときから支給

遺族厚生年金 会社員の妻に支給

妻の年齢 40歳 65歳

500,000

1,876,900

2,104,800

1,451,100

残
さ
れ
た
家
族 妻

の
み

子
ど
も
が
い
る

子が1人いる妻
（遺族厚生年金と遺族基礎年金）

子が2人いる妻
（遺族厚生年金と遺族基礎年金）

子のいない40歳以上の妻
（遺族厚生年金と中高齢寡婦加算）

子のいない30歳以上40歳未満の妻
（遺族厚生年金と中高齢寡婦加算）
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い
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
は
Ｆ
Ｐ
相
談
に
お
い
て

も
保
有
資
産
の
状
況
確
認
や
今
後
の
対
策
を
希
望
す
る

声
が
急
増
し
て
い
ま
す
。不
安
要
素
が
多
い
時
期
ほ
ど

一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、自
ら
の
現
状
と
向
き
合
う
良
い

機
会
で
す
。各
金
融
機
関
で
何
げ
な
く
購
入
し
て
き
た

金
融
商
品
の
商
品
性
も
、自
ら
が
希
望
す
る
運
用
目
的

や
内
容
に
見
合
う
も
の
な
の
か
を
こ
の
機
会
に
確
認
し
、

現
状
と
希
望
に
乖
離
が
あ
る
場
合
は
軌
道
修
正
を
心
が

け
る
べ
き
で
し
ょ
う
。中
長
期
の
安
定
し
た
運
用
を
目

指
す
場
合
に
は
、複
数
の
資
産
を
組
み
合
わ
せ
て
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ（
※
１
）を
組
み
、期
待
す
る
収
益（
リ
タ
ー

ン
）に
対
し
て
、で
き
る
だ
け
ブ
レ
幅（
リ
ス
ク
）を
小
さ

く
す
る
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、日
本

株
１
０
０
％
で
運
用
す
る
場
合
、リ
タ
ー
ン
６
％
に
対

し
て
20
％
程
度
の
リ
ス
ク
を
伴
い
ま
す
が
、日
本
債
券
、

日
本
株
式
、外
国
債
券
、外
国
株
式
に
25
％
ず
つ
分
散
し

て
運
用
し
た
場
合
、リ
タ
ー
ン
５
％
に
対
し
て
リ
ス
ク

は
８
％
程
度
と
、動
き
の
異
な
る
も
の
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
リ
ス
ク
の
軽
減
が
図
れ
る
の
で
す（
※
２
）。 

　
資
産
運
用
と
い
う
と
、ど
う
し
て
も
投
機
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
根
強
い
の
で
す
が
、こ
れ
か
ら
は
生
活
水
準
を
維
持

す
る
た
め
に
も
運
用
は
必
要
な
時
代
と
い
え
ま
す
。将
来

の
使
い
道
や
リ
ス
ク
許
容
度
に
も
よ
り
ま
す
が
、中
長
期

の
ス
パ
ン
で
見
る
と
、最
低
で
も
年
３
％
程
度
の
収
益
は

目
指
す
べ
き
で
し
ょ
う
。ま
た
、運
用
と
い
う
と
、つ
い
リ

タ
ー
ン
だ
け
に
目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、税
効
果
ま
で
を

も
視
野
に
い
れ
た
ト
ー
タ
ル
で
の
収
益
を
検
討
す
る
こ

と
も
、こ
れ
か
ら
は
特
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。例
え

ば
、セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
向
け
て
積
み
立
て
を
検
討
す
る

場
合
、▽
年
金
保
険
料
控
除
適
用
の
商
品
を
活
用
す
る
、

▽
会
社
に
企
業
年
金
が
無
い
場
合
は
確
定
拠
出
年
金
個

人
型
を
利
用
す
る
、と
い
っ
た
こ
と
で
支
出
額
が
所
得
控

除
の
対
象
に
な
る
な
ど
、税
効
果
に
目
を
向
け
る
こ
と
で

も
将
来
の
蓄
え
は
大
き
く
違
っ
て
く
る
の
で
す
。 

    

　
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
作
成
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、長
期

的
視
野
か
ら
構
築
す
る
、と
い
う
こ
と
で
す
。目
先
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
浮
沈
に
一
喜
一
憂
す
る
の
で
は
な

く
、長
期
的
に
安
定
し
た
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
目
指
す
べ
き

な
の
で
す
。年
金
制
度
に
し
て
も
、税
制
に
し
て
も
、„
使

え
る
制
度
を
確
認
す
る
“
こ
と
は
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
構

築
す
る
際
の
最
重
要
課
題
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。公
的
な
制
度
や
勤
務
先
の
福
利
厚
生
、市
区
町

村
の
地
域
サ
ー
ビ
ス
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
を
知
り
、我
が
家

に
と
っ
て
最
適
な
活
用
法
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
が
大

切
で
す（
図
４
）。育
児
や
シ
ニ
ア
に
対
す
る
地
域
サ
ー
ビ

ス
も
、市
区
町
村
ご
と
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
内
容
が
織
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
居
住
す
る
地
域
の
情
報

や
社
会
保
障
の
方
向
性
、税
制
の
変
化
を
も
敏
感
に
察
知

す
る
だ
け
の
日
頃
か
ら
の
努
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。特
に
、

こ
れ
か
ら
は
個
人
に
お
い
て
も
タ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
考
慮
し
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
重
要
性
は
、ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
。ま
ず
は
現
状
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
表
を
作
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 （
※
1
）株
式
、債
券
、不
動
産
の
資
産
の
集
合
体
ま
た
は
そ
の
資
産
の
組
み
合
わ
せ
の
こ
と
 

（
※
2
）ノ
ー
ス
ア
イ
ラ
ン
ド
に
よ
る
計
算
値
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図4 地域サービスの例

 

　　 
　　

 

●乳幼児医療費助成制度（子ども医療費助成）

入院時の補助 入院時の
食事代

外来の補助 助成を受けるにあたっての
保護者の所得制限自治体名

中学校卒業までの子どもに対して
（自己負担なし）

助成あり

助成なし

助成あり

なし

なし

あり

中学校卒業までの子どもに対して
（自己負担なし）

小学校卒業までの子どもに対して
（一部は自己負担）

中学校卒業までの子どもに対して
（自己負担なし）

小学校卒業まで
（自己負担なし）

小学校入学までの子どもに対して
（1カ月あたり500円～2,500円の一部自己負担あり）

東京都
　練馬区

名古屋市

大阪市

●私立幼稚園（就園奨励金）補助金（平成21年度）

支給金額 その他の特徴自治体名

年額22,000円～260,000円

年額24,000円～260,000円
支給対象となる市民税の所得割額の上限は、国の規程では183,000円だが、
仙台市の場合289,000円までが対象となる

◆第3子優遇事業
18歳未満の児童を3人以上養育し、第3子以降の3～5歳児が幼稚園、保育所に通園している
保護者に対し、所得に関係なく保育料・入園料等を助成する
●私立幼稚園に通園・・・就園奨励金を含めて30万円を上限として保育料、入園料を助成する
●市立幼稚園に通園・・・保育料、入園料を免除する
●認可保育所に通所・・・保育料を免除する

仙台市

福岡市

調査：株式会社ノースアイランド（2009年5月現在）

株
式
会
社
ノ
ー
ス
ア
イ
ラ
ン
ド
代
表
取
締
役
、
日
本
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
協
会
理
事
、
同
志
社
大
学
講
師
。

1
9
5
7
年
大
阪
生
ま
れ
。
関
西
学
院
大
学
大
学
院
修
了
。
８７

年
に
同
社
を
設
立
し
た
他
、
全
国
で
Ｆ
Ｐ
を
組
織
化
し
て
会
計

人
と
の
提
携
を
進
め
て
い
る
。
年
間
５０
回
を
超
え
る
行
政
、
各

種
団
体
、
企
業
等
を
中
心
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
、
講
演
を
は
じ
め
、

最
近
で
は
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
に

も
出
演
。
主
な
著
書
は
、『
こ
れ
な
ら
読
め
る
決
算
書
』（
日
本
能

率
協
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
。 

 　
嶋 

敬
介
（
し
ま
・
け
い
す
け
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